
項 ⽬ 内 容

名称 クロセチン [英]Crocetin [学名]-

概要 クロセチンはカロテノイドの1種である。サフラン (Crocus sativus) の柱頭やクチ

ナシ (Gardenia augusta MerrillまたはGardenia jasminoides Ellis) の果実に配糖

体のクロシン (Crocin) として含まれる。クロセチンおよびクロシンは⾷品添加物で

あるクチナシ⻩⾊素の主成分である。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・分⼦式C20H24O4、8,8ʼ-ジアポ-4,4-カロテン⼆酸 (31) 。

分析法 ・クロセチンをHPLCにて分析した報告がある (101) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

評

価

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。



⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

RCT︓国内

・軽度の睡眠不満を有する健康な成⼈男性21名 (平均43.9±8.5歳、⽇本) を対象と

した⼆重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、クロセチン7.5  

mg/⽇を2週間摂取させたところ、アクチグラフによる睡眠の質4項⽬中1項⽬ (覚

醒回数) で悪化の抑制が認められたが、その他の項⽬および⾃覚症状に影響は認め

られなかった (PMID:20537515) 。

【機能性表⽰⾷品】 睡眠に軽度の不満を抱える健康な成⼈男性または閉経後⼥性24  

名 (平均50.8±6.9歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無作為化プラセ

ボ対照試験において、クチナシ由来クロセチン7.5 mg/⽇を14⽇間摂取させたとこ

ろ、睡眠時の脳波計測値6項⽬中1項⽬ (デルタ波出⼒) およびOSA睡眠調査票MA版

の5項⽬中2項⽬ (起床時眠気、疲労回復) で改善が認められた (PMID:30477864)

。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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